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は
じ
め
に

万
葉
集
に
は
多
く
の
旅
の
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
万
葉
び
と

は
、
行
幸
従
駕
の
よ
う
な
晴
れ
晴
れ
と
し
た
旅
、
官
人
と
し
て
の

役
目
を
帯
び
て
の
旅
、
ま
た
例
え
ば
防
人
の
よ
う
に
徴
用
さ
れ
て

の
旅
、
あ
る
い
は
私
的
な
用
事

で
の
旅
な
ど
な
ど
、
様
々
な
旅
を

し
た
。
ま
た

人
も
な
き
空
し
き
家
は
草
枕
旅
に
ま
さ
り
て
苦
し
か
り
け
り

(万
葉
集
巻
三

・
四
五

一
、
大
伴
旅
人
)

旅
と
言
へ
ど
真
旅
に
な
り
ぬ
家
の
母
が
着
せ
し
衣
に
垢

つ
き

に
か
り

(万
葉
集
巻
二
十

・
四
三
八
八
、
占
部
虫
麻
呂

〔防
人
〕
)

の
歌
が
示
す
よ
う
に
、
当
時
の
旅
は
、
地
方
の
役
人
と
し
て
赴
任

地

に
住
ん
で
い
る
期
間
も
旅
で
あ

っ
た
。
結
局
、
都
を
離
れ
て
い

る
期
間
全
て
が
旅
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
万
葉
時
代
の
旅
は
、

草
枕
旅
を
苦
し
み
恋
ひ
居
れ
ば
可
也

の
山
辺
に
さ
男
鹿
鳴
く

も

(万
葉
集
巻
十
五

・
三
六
七
四
、
遣
新
羅
使
大
判
官
)

旅
と
い
へ
ば
言
に
そ
や
す
き
す

べ
も
な
く
苦
し
き
旅
も
言
に

ま
さ
め
や
も

(万
葉
集
巻
十
五

・
三
七
六
三
、
中
臣
宅
守
)

と
い
う
歌
が
示
す
よ
う
に
、
基
本
的
に
は

「苦
し
い
」
も
の
で

あ

っ
た
。
従

っ
て
、
万
葉
び
と
は
よ
ん
ど

こ
ろ
な
い
用
事
が
な
い

限
り
、
旅
は
し
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
旅
が
、
こ
の
よ

う
に
、
未
知
の
経
験
に
属
す
る
面
が
多
け
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
そ
の

感
動
も
ひ
と
し
お
で
あ

っ
た
ろ
う
し
、
ま
た
都
を
離
れ
て
い
る
期

間
が
全
て
旅
で
あ

っ
た
の
だ
か
ら
、
そ
の
間
に
わ
き
起

こ
る
感
興

も
様
々
で
あ

っ
た
ろ
う
。
万
葉
集
に
旅
の
歌
が
多
い
の
も
蓋
し
当

然
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
旅
の
万
葉
歌
は
様
々
な
特
徴
を
有
し
て
い
る
が
、

そ
の
最
た
る
特
徴
は
個
々
の
歌
が
臨
場
感
を
色
濃
く
留
あ
て
い
る
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と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
万
葉
の
旅
の
歌
と
言
え
ど
も
、
現

地

に
立

っ
て
詠
じ
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。
机
上
で
の
想

像

の
歌
も
あ
れ
ば
、
創
作
の
歌
も
あ
る
。
し
か
し
総
体
的
に
は
、

万
葉

の
旅
の
歌
に
は
、
現
地
で
の
生
の
雰
囲
気
を
湛
え
て
い
る
も

の
が
多
い
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

で
は
こ
の
旅
の
歌
は
、
時
代
が
降
る
に
つ
れ
て
、
ど
の
よ
う
に

変
わ

っ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
万
葉
集
の
旅
の
歌
を
視
野
に
置

き
な
が
ら
、
八
代
集
に
収
め
ら
れ
た

「離
別
歌
」
「羈
旅
歌
」
の

(
1
)

特
色
を
追

っ
て
み
た
い
。

八
代
集
に
お
い
て
、
「離
別
歌
」
「
羈
旅
歌
」

置

に
あ
る
の
か
を
先
ず
見
て
お
こ
う
。

は
ど
の
よ
う
な
位

羈 離

旅 別

　 ⑥ 金 ⑨ ⑧ 古
一 一 　 _一 一 葉 　 一 一 一 一 一 今
　 16 集 16 41 集

一 ⑥ 詞 ⑲ ⑲ 後
一 　 　 一 一 一 花 一 　 　 一 一 一 撰
　 15 集 18 46 集

⑧ ⑦ 千 ⑥ 拾
一 一 一 一 一 一 載 一 一 一 一 一 　 遺
47 22 集 一 53 集

⑩ ⑨ 新 ⑥ 塔
一 一 一 一 一 　 古 一 一 一 一 　 　 遺
94 39 今 　 34 珍

⑨ ⑧ 後
一 一 一 一 一 　 拾
36 39 遺

表
中
の
各
歌
集
欄
の
上
段
の
丸
囲
み
の
数
字
は
巻
次
、
下
段
の

数
字
は
所
収
歌
数
を
示
す
。

「離
別
歌
」
「
羈
旅
歌
」
の
部
立
は
、
『古
今
集
』
で
は
、
大
き

く
は
四
季
の
部
と
恋
の
部
と
の
間
に
位
置
し
、
直
接
的
に
は

「賀

歌
」
の
部
立
の
次
に
置
か
れ
て
い
る
。
『
後
撰
集
』
で
は
、
『古
今

集
』
と
は
大
き
く
異
な
り
、
「雑
」
(
一
～
四
)
部
の
次
の
巻
十
九

に
置
か
れ
、
集
の
末
尾
部
に
位
置
す
る
。
し
か
も
離
別
歌
と
羈
旅

歌
と
は
同

一
の
巻

(「離
別
」
は
前
半
、
「
羈
旅
」
は
後
半
)
の
中

に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
『拾
遺
集
』
で
は
、
四
季
の
部
に
続

い
て

「
賀
」
「別
」
と
な

っ
て
い
て
、
『古
今
集
』
の
部
立
順
に
等
し
い

が
、
「羈
旅
」
の
部
立
が
存
在
し
な
い
。

た
だ
し
、
「別
」
部
の
末

尾
部

(三
三
九
～
三
五
三
番
歌
、
三
四
七
番
歌
は
除
く
)
は
、

内
容
は
羈
旅
歌
で
あ
る
。
従

っ
て
、
離

別
歌
群
と
羈
旅
歌
群
と

が
同

一
の
巻

に
収
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
意
味

で
は
、
『後
撰

集
』
と
似
通

っ
た
形
態
で
あ
る
と
言
え
る
。
『拾
遺
抄
』
(十
巻
)

は
、
部
立
順
も

「羈
旅
」
部
を
欠
く
こ
と
も
、
『拾
遺
集
』
と
同

じ
で
あ
る
。
た
だ

『拾
遺
抄
』

で
は
羈
旅
歌
群
は
見
ら
れ
な
い

(二
〇
六
、
二
二
三
、
二
二
六
、
二
二
七
番
歌
は
羈
旅
歌
に
属
す

る
内
容
で
あ
る
が
、
「
別
」
部
に
散
在
し

て
い
る
に
過
ぎ
な
い
)
。

『後
拾
遺
集
』
は
、
『
古
今
集
」
の
部
立
順

に
同
じ
で
あ
る
。
た

だ

「羈
旅
」
部

の
後

に

「哀
傷
」
部
が
続

い
て
い
て
、
『古
今

一2一
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集
』
の
場
合
は

「物
名
」
部
が
続
く
点
が
異
な
る
。
『金
葉
集
』

(
十
巻
)
は
、
四
季
の
部
と
恋

の
部
と
の
間
に

「賀
」
「別
」
部

が
あ

っ
て
、
部
立
配
列
の
基
本
は

『古
今
集
』
以
来
の
伝
統
を
引

き
継
ぐ
。
『詞
花
集
』
(十
巻
)

の
部
立
順
は
、
『金
葉
集
』
と
同

一
で
あ
る
。
『千
載
集
』
は
、
四
季

の
部
と
恋

の
部
と

の
間
に

「
離
別
歌
」
「羈
旅
歌
」
「哀
傷
歌
」
と
が
置
か
れ
て
い
る
。
『新

古

今
集
』
は
、
四
季

の
部
と
恋

の
部
と
の
間
に

「賀
歌
」
「哀
傷

歌

」
「離
別
歌
」
「羈
旅
歌
」
の
各
部
が
置
か
れ

て
い
て
、
『千
載

集
』
と
も
少
し
異
な
る
。

「離
別
歌
」
「
羈
旅
歌
」
各
部

の
所
収
歌
数
は
、
表
に
見
る
通

り

で
あ
る
。
『古
今
集
』
か
ら

『
詞
花
集
』
ま
で
は
、
「
離
別
」
歌

の
方
が
圧
倒
的

に
多
い
こ
と
は

一
目
瞭
然

で
あ
る

(た
だ
し
、

『
後
拾
遺
集
』
は
両
者
の
歌
数
は
伯
仲
し
て
い
る
)。
そ
れ
に
対

し

て
、
『千
載
集
』
と

『新
古
今
集
」
は
両
者
の
歌
数
が
逆
転
す

る
と

い
う
変
化
が
見
ら
れ
、
両
集
に
至

っ
て
、
「羈
旅
」
歌
が
重

視
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

な
お
、
そ
の
数
は
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
旅
を
契
機
と
し
て
の

「
離
別
」
で
は
な
い
歌
が
あ
る
。

雷
鳴
の
壺
に
召
し
た
り
け
る
日
、
大
御
酒
な
ど
た
う
べ

て
、
雨
の
い
た
く
降
り
け
れ
ば
、
夕
さ
り
ま
で
侍
り
て

ま
か
り
い
で
け
る
折
に
、
盃
を
と
り
て

貫
之

秋
萩
の
花
を
ば
雨
に
濡
ら
せ
ど
も
君
を
ば
ま
し
て
を
し
と
こ

そ
思

へと
よ
め
り
け
る
返
し

兼
覧
王

を
し
む
ら
む
人
の
心
を
知
ら
ぬ
ま
に
秋
の
時
雨
と
身
ぞ
ふ
り

に
け
る

(古
今
集
巻
八

「離
別
歌
」
、
三
九
七

・
三
九
八
)

亭
子
の
み
か
ど
お
り
ゐ
た
ま
う
け
る
秋
、
弘
徽
殿
の
壁

に
か
き

つ
け
け
る

伊
勢

別
る
れ
ど
あ
ひ
も
惜
し
ま
ぬ
も
も
し
き
を
見
ざ
ら
ん
こ
と
や

な
に
か
悲
し
き

み
か
ど
御
覧
じ
て
御
返
し

身
ひ
と

つ
に
あ
ら
ぬ
ば
か
り
を
お
し
な
べ
て
行
き
め
ぐ
り
て

も
な
ど
か
見
ざ
ら
ん

(後
撰
集
巻
十
九

「離
別

羈
旅
」、

=
二
二
二

・
=
二
二
三
)

『古
今
集
』
は
こ
の
他
に
、
三
九
九
番
歌
、
そ
し
て
三
九
二
番

歌
か
ら
三
九
五
番
歌

(こ
の
四
首
は
ご
く
近
距
離
の
旅
の
折
の
歌

と
言
え
な
い
こ
と
も
な
い
)
が
、
旅
の
離

別
歌
と
し
は
異
質
で
あ

る
。
拾
遺
集
以
降
は
こ
う
い
っ
た
種
類

の
歌
は
収
め
ら
れ
て
い
な

い
。
「離
別
歌
」
部
が

一
層
整
備
さ
れ
、
旅

の
離
別
歌
と
い
う
純

粋
性
を
備
え
る
に
い
た

っ
た
と
言
え
る
。

以
上
、
部
立
の
有
無
、
所
収
歌
数

の
多
寡
と
い
う
、
歌
集
の
編
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纂
と
い
う
面
か
ら
、
八
代
集
に
お
け
る

「離
別
歌
」
「
羈
旅
歌
」

の
特
色
を
見
た
。
全
般
的
に

「離
別
歌
」
が
優
勢

で
あ
る
が
、

『千
載
集
』
と

『新
古
今
集
』
に
至

っ
て
、
「羈
旅
歌
」
に
重
き

が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

さ
て
、
八
代
集
の
こ
の
両
部
立
の
先
躍
を
、
万
葉
集
に
求
め
る

と
す
れ
ば
、
万
葉
集
巻
十
二

(「万
葉
集
目
録
」
で
は

「
古
今
相

聞
往
来
歌
類
之
下
」
と
い
う
標
題
を
持

つ
巻
で
あ
る
)
の
五
つ
の

部

立

の
う
ち

の

「羈
旅
発
思
」
「悲
別
歌
」
に
当
た
る
で
あ
ろ

う
。
前
者
は
、
旅
に
あ
る
男

(女
の
場
合
も
あ
る
)
が
家
郷
に
残

し

て
き
た
妻

(夫
)
・
恋
人
を
恋
し
く
思
う
気
持
を
述
べ
た
歌
、

後
者
は
旅
立
ち
に
際
し
て
、
そ
の
別
れ
を
悲
し
む
女
の
歌
、
あ
る

い
は
旅
行
く
夫
の
安
否
を
気
遣
い
、
夫

へ
の
恋
し
さ
を
詠
む
歌

を
、
主
と
し
て
収
め
て
い
る
。
両
部
の
所
収
歌
数
は
、
「羈
旅
発

思
」
が
六
三
首
、
「悲
別
歌
」
は
三

一
首
で
あ
り
、
ま
た
配
列
順

序
は

「羈
旅
発
思
」
の
方
が

「悲
別
歌
」
に
先
だ

っ
て
お
り
、
八

代
集
の
場
合
と
異
な
る
。
所
収
歌
の
内
容
的
な
面
で
の
、
八
代
集

の
そ
れ
と
の
異
同
は
、
後
に
触
れ
る
が
、
部
立
と
い
う
面
で
、
万

葉
集
の
こ
の
二
部
立
は
、
八
代
集
の
二
部
立
の
創
出
に

一
定
の
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

次
に
、
や
は
り
外
的
な
面

で
の
概
観

に
な
る
が
、
八
代
集

の

「
離
別
歌
」
「
羈
旅
歌
」
は
、
ど
の
よ
う

な
土
地
が
対
象
と
な

っ

て
い
る
の
か
を
、
通
覧
し
て
み
た
い
。

八
代
集

の

「離
別
歌
」

部
、
「羈
旅
歌
」
部

の
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
、
旅

の

「目
的
地
」

と

「詠
歌
地
」
(そ
の
歌
が
詠
ま
れ
た
土
地
。
も
ち
ろ
ん
題
詠

・

机
上
詠

・
観
念
詠
も
多
い
故
、
そ
の
土
地

に
立

っ
て
の
詠
と
い
う

意
味
で
は
必
ず
し
も
な
い
。
旅
中
の
詠
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る

土
地
と
い
う
意
味

で
用
い
た
)
と
に
分
け

て
列
挙
す
る
。
地
名
の

下
の
数
字
は
回
数
を
示
し
、
数
字
の
記
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、

一

回
を
意
味
す
る
。
な
お
、
二
首

一
組
を
な
す
贈
答
歌
の
場
合
は
、

両
首

で

一
回
と
数
え
た
。
ま
た
、
例
え

ば

『古
今
集
』
【
離
別

歌
】
の

〔目
的
地
〕
の
項
で
、
「東

(あ
づ
ま
)」
と

「
常
陸
国
」

「武
蔵
国
」
と
が
別
に
列
挙
し
て
あ
る
。
常
陸
国
も
武
蔵
国
も
広

く
東

(あ
づ
ま
)
に
入
る
の
で
あ
る
が
、
詞
書
等
を
尊
重
し
て
、

強
い
て
纏
あ
る
こ
と
を
せ
ず
に
、
別
に
掲
げ
て
お
い
た
。
他
も
同

様
で
あ
る
。
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圓【
離
別
歌
】

〔目
的
地
〕
東

(あ
づ
ま
)
4
、
越
国
4
、
筑
紫
2
、
陸
奥
国

2
、
山

(比
叡
山
)
2
、
因
幡
国
、
近
江
国
、
常
陸
国
、

武
蔵
国
、
花
山
、
布
留

(大
和
国
)、
志
賀

〔詠
歌
地
〕
か

へ
る
山
2
、
逢
坂
関
2
、
白
山
2
、
音
羽
山
、

山
崎

【
羈
旅
歌
】

〔目
的
地
〕
東
4
、
唐
国
、
隠
岐
国
、
越
国
、
甲
斐
国
、
但
馬

国
、
奈
良

(大
和
国
)

〔詠
歌
地
〕
手
向
山
2
、
み
か
の
原
、
泉
川
、
鹿
背
山
、
明
石

浦
、
八
橋
、
隅
田
川
、
白
山
、
ふ
た
み
の
浦
、
天
の
川

圏【
離
別
】

〔目
的
地
〕
陸
奥
国
4
、
伊
勢
国
3
、
越
国
2
、
出
羽
、
東
、

下
野
国
、
甲
斐
国
、
伊
豆
国
、
信
濃
国
、
美
濃
国
、
因
幡

国
、
筑
紫

〔詠
歌
地
〕
逢
坂
山
、
ふ
た
み
山
、
あ
さ
ま
の
山
、
不
破
関
、

か

さ

と
り

山

、

し

の
ぶ

の
里

、

あ

ひ
つ

の
山

、

つ
る

が

の

山
、

か

へ
る

の
山

、

天

の
川

【
羈
旅

】

〔
目
的

地

〕

土

左

国

2
、
宮

の
滝

2
、

東

2
、

遠

江

国

、

陸

奥

国
、

白

山

、

初
瀬

、
宇

治

〔詠

歌

地

〕

初

瀬

川

、

た

は

れ
島

、

ひ
ぐ

ら

し

の
山

、

あ

し

が

ら

の
関

、

天

の
川

圏【別
】〔目

的
地
〕
陸
奥
国
4
、
東
2
、
豊
前
国
2
、
肥
後
国
2
、
太

宰
府
、
筑
紫
、
信
濃
国
、
参
河
国
、
斎
宮

〔詠
歌
地
〕
逢
坂
関
2
、
し
か
す
が
の
渡
し
、
八
橋
、
さ
ら
し

な
の
山
、
か
め
山
、
い
き
の
松
原
、
白
河
関
、
武
隅
松

【
(羈
旅
)
】

〔目
的
地
〕
筑
紫
2
、
唐
国
2
、
大
隅
国
、
難
波
、
太
宰
府

〔詠
歌
地
〕
浜
名
の
橋
、
た
み
の
の
島

、
い
な
み
野

團
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【
別
】〔目

的
地
〕
陸
奥
国
3
、

出
羽
国
、
備
後
国
、

紫

〔詠
歌
地
〕
逢
坂
関
2
、

な
の
山
、
か
め
山
、

豊
前
国
2
、
参
河
国
2
、
信
濃
国
、

丹
後
国
、
斎
宮
、
東
、
太
宰
府
、
筑

し
か
す
が
の
渡
し
、
八
橋
、
さ
ら
し

い
き
の
松
原
、
白
河
関
、
武
隅
松

〔詠
歌
地
〕
明
石
3
、
逢
坂
関
、
走
井
、
吹
上
浜
、
堀
江
、
こ

や
、
葦

の
屋
、
鏡
山
、
関
山
、
す

の
ま
た
、
信
濃

の
御

坂
、
う
る
ま
、
浜
名
の
橋
、
し

か
す
が
の
渡
し
、
白
河

関
、
き
さ
潟
、
須
磨
の
浦
、
さ
や
か
た
山
、
を
ば
す
て
山

圏
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團【
別
】〔目

的
地
〕
筑
紫
6
、
陸
奥
国
4
、
唐
国
3
、
遠
江
国
2
、
伊

予
国
2
、
越
後
国
、
筑
後
国
、
肥
後
国
、
能
登
国
、
讃
岐

国
、
伊
賀
国
、
出
雲
国
、
対
馬
国
、
東

〔詠
歌
地
〕
逢
坂
関
2
、
末
の
松
山

2
、
難
波
堀
江
、
白
河

関
、
宇
佐
、
松
山

【
羈

旅

】

〔目

的

地

〕

筑
紫

7
、

熊

野

3
、

摂

津

国

2
、

播

磨

国

2

、

東

2
、

参

河

国

、
和

泉

国

、

近

江

国

、

尾

張

国

、

下

野

国

、

陸

奥

国

、

出

羽

国

、

出

雲

国

、

伊

予

国

、

越

後

国
、

石

山

、

初

瀬

【別
】〔目

的
地
〕
筑
紫
2
、
陸
奥
国
2
、
丹
後
国
、
大
隅
国
、
伊
勢

国
、
対
馬
国
、
太
宰
府

〔詠
歌
地
〕
逢
坂
関
、
を
の
の
ふ
る
江

圏【
別
】〔目

的
地
〕

向
国
、

〔詠
歌
地
〕

團
陸
奥
国
3
、
太
宰
府
3
、

唐
国
、
東
、
斎
宮

い
き
の
松
原

伊
予
国
、
加
賀
国
、
日
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【離
別
歌
】

〔目
的
地
〕
太
宰
府
2
、
京

(↑
太
宰
府
、
筑
紫
)
2
、
越
前

国
、
土
左
国
、
越
国
、
唐
国
、
熊
野
、
宇
佐

〔詠
歌
地
〕
い
き
の
松
原
、
か

へ
る
山
、
を
ば
す
て
山

【羈
旅
歌
】

〔目
的
地
〕
東
2
、
丹
後
国
、
美
濃
国
、
下
野
国
、
尾
張
国
、

斎
宮
、
高
野

(紀
伊
国
)、
京

(↑
大
隅
国
)

〔詠
歌
地
〕
須
磨

(関
、
浦
)
4
、
逢
坂
関
3
、
さ
や
の
中
山

2
、
伊
勢
、
天

の
橋
立
、
あ
つ
さ
の
山
、
住
吉

(松
)
、

忘
れ
井
、
し
き

つ
の
浦
、
つ
も
り
の
沖
、
野
島
が
崎
、
不

破

の
関
、
さ
つ
ま
潟
、
白
河
関

圏【離
別
歌
】

〔目
的
地
〕
陸
奥
国
6
、
筑
紫
3
、
唐
国
2
、
美
作
国
、
甲
斐

国
、
太
宰
府
、
宮
滝

〔詠
歌
地
〕
か

へ
る
山
、
逢
坂
関
、
衣
河
、
阿
武
隈
川
、
い
き

の
松
原
、
淀
の
川
、
武
隈
の
松
、
松
浦
、
三
輪
の
山
、
天

の
川

【
羈

旅
歌

】

〔
目
的

地

〕

東

5
、

2
、

和

泉

国

、

野

、

平

城

宮

、

〔詠

歌

地

〕

初
瀬
3
、
伊
勢
国
2
、
唐
国
2
、
天
王
寺

信
濃
国
、
摂
津
国
、
陸
奥
国
、
越
国
、
熊

た
な
か
み

(田
上

)、
京

(↑
筑
紫
)

さ

や

の
中

山

5
、

宇
津

の
山

4
、

伊

勢

(
の
浜
荻

)

4
、

松

島

(
を

じ

ま

)

2

、
難

波

浦

2
、

わ

か

の
松

原
、

御

津

の
松

原

、

明

石

の
門
、

浅

間

の
岳

、

猪

名

野

、
有

間

山

、

日
根

、

園

原

、

し

き

つ
の

浦

、

太

山

、

と

ふ

の
浦

、

岩

代

、

三

輪

の

檜

原

、

い
な

ば

の

山

、

清

見

潟

、

末

の

松

山

、

し

の
ぶ

の
浦

、
竜

田
山

、

明

日
香

川

、
き

さ
潟

、

富

士

、

江

口

各
歌
集
に
お
け
る
地
名
及
び
そ
の
詠
出
回
数
が
、
そ
の
歌
集
の

意
図
的
な
編
纂
基
準
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
単
な
る
偶
然
に
よ
る

も
の
な
の
か
は
、
各
歌
集
毎
の
総
合
的
な
編
纂
論
に
挨
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
以
上
の
集
計
を
通
覧
し

て
概
括
的
に
言
え
る
こ

と
は
、

〔目
的
地
〕
と
し

て
は
、
陸
奥
国

・
筑
紫

・
東

(あ
づ

ま
)
等
の
都
か
ら
の
遠
隔
地
の
多
さ
が
目
立

つ
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。
旅
の
典
型
と
し
て
遠
隔
地
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
は
、
ご
く

自
然
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
中
に
は
、
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仁
和
帝
、
み
こ
に
お
は
し
ま
し
け
る
時
に
、
布
留
の
滝

御
覧
じ
に
お
は
し
ま
し
て
、
帰
り
給
ひ
け
る
に
よ
め
る

兼
芸
法
師

飽
か
ず
し
て
別
る
る
涙
滝
に
そ
ふ
水
ま
さ
る
と
や
し
も
は
見

る
ら
む

(古
今
集
巻
八

「離
別
歌
」、
三
九
六
)

長
月
の
こ
ろ
、
は
つ
せ
に
詣
で
け
る
道
に
て
よ
み
侍
り

け
る

禅
性
法
師

は
つ
せ
山
夕
越
え
暮
れ
て
宿
と

へ
ば
三
輪
の
檜
原
に
秋
風
ぞ

吹
く

(新
古
今
集
巻
十

「羈
旅
歌
」、
九
六
六
)

の
よ
う
に
、
近
距
離
の
旅
を
詠
ん
だ
歌
も
少
数
な
が
ら
収
め
ら
れ

て
い
る
。

次
に

〔詠
歌
地
〕
と
し
て
は
、
逢
坂
の
関

・
さ
や
の
中
山

・
か

へ
る
山

・
白
河

の
関
等
が
目
立

つ
が
、
そ
の
他
に
も
名
所

・
歌
枕

と
言
え
る
多
彩
な
地
名
が
多
く
見
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
、
『千
載

集
』
と

『新
古
今
集
』
と
は
実
に
多
彩
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
名

の
多
く
は
、
例
え
ば

恒
徳
公
家

の
障
子
に

か
ね
も
り

潮
満

て
る
ほ
ど
に
行
き
か
ふ
旅
人
や
は
ま
な
の
橋
と
名
づ
け

そ
あ
け
ん

(拾
遺
集
巻
六

「別
」
、
三
四
二
)

下
野
国
に
ま
か
り
け
る
時
、
尾
張
国
鳴
海
と
い
ふ
所
に

て
よ
み
侍
り
け
る

前
中
納
言
師
仲

お
ぼ

つ
か
な
い
か
に
な
る
み
の
は

て
な
ら
む
行
方
も
知
ら
ぬ

旅
の
悲
し
さ

(千
載
集
巻
八

「羈
旅
歌
」
、
五

一
八
)

の
よ
う
に
、
地
名
の
面
白
さ
に
注
目
し
た
り
、
地
名
を
懸
詞
と
し

て
用
い
る
と
い

っ
た
趣
向
を
持
た
せ
て
い
る
。

万
葉
集
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
巻
十

二
の

「羈
旅
発
思
」
「悲

別
歌
」
部
な
ど
を
通
覧
す
る
と
、
筑
紫
、
西
国
な
ど
の
遠
隔
地
の

歌
が
比
較
的
多
い

(た
だ
し
、
陸
奥
国
等

の
東
北
地
方
の
歌
は
な

い
)。
そ
の
意
味
で
は
、
旅
の
典
型
と
考

え
る
地
域
は
、
万
葉
集

と
八
代
集
で
似
通

っ
た
面
を
も

っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

八
代
集
に
お
け
る

「離
別
歌
」
と

「羈
旅
歌
」
に
お
け
る
大
き

な
特
徴
の
ひ
と

つ
で
あ
る
、
地
名
そ
の
も

の
の
持

つ
懸
詞
風
の
面

白
さ
を
趣
向
と
し
て
詠
む
歌
は
、
万
葉
集

に
は
少
な
い
。
万
葉
集

に
お
い
て
も
、
地
名
に
強
い
関
心
を
寄
せ
る
が
、
そ
れ
は
例
え
ば

紀
伊
国
に
止
ま
ず
通
は
む
妻
の
社
妻
し
こ
せ
ね
妻
と
い
ひ
な

が
ら

一
に
云
ふ
、
妻
賜
は
に
も
妻
と
い
ひ
な
が
ら

(万
葉
集
巻
九
、

一
六
七
九

坂
上
人
長
)

の
よ
う
に
、
地
名
自
身
の
持

つ
言
霊
に
訴
え
か
け
る
切
実
さ
を

持

っ
た
表
現
、
あ
る
い
は

波
の
間
ゆ
雲
居
に
見
ゆ
る
粟
島
の
逢
は
ぬ
も
の
故
我
に
寄
そ

る
児
ら

(万
葉
集
巻
十
二
、
三

一
六
七

作
者
未
詳
)
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の
よ
う
に
、
謡
い
物
的
な
性
格
か
ら
く
る
音
の
類
似
に
基
づ
く
地

名
表
現
等
で
あ
り
、
八
代
集
の
地
名
表
現
と
の
間
に
は
か
な
り
の

径
庭
が
あ
る
。

三(

一
)

次

に
内
容
面
で
の
八
代
集
の
特
色
を
見
て
み
よ
う
。
と
こ
ろ

で
、
万
葉
集
の
旅
の
歌
に
お
い
て
目
立

つ
の
は
、
恋
歌
の
多
さ
で

あ

る
。白

た

へ
の
君
が
下
紐
我
さ
へ
に
今
日
結
び
て
な
逢
は
む
日
の

た
め

(万
葉
集
巻
十
二

「
悲
別
歌
」、
三
四
八

一
)

朝
霞
た
な
び
く
山
を
越
え
て
去
な
ば
我
は
恋
ひ
む
な
逢
は
む

日
ま
で
に

(万
葉
集
巻
十
二

「
悲
別
歌
」、
三

一
八
八
)

旅
に
し
て
妹
を
思
ひ
出

で
い
ち
し
ろ
く
人
の
知
る
べ
く
嘆
き

せ
む
か
も

(万
葉
集
巻
十
二

「
羈
旅
発
思
」
、
三

=
二
三
)

我
妹
子
に
触
る
と
は
な
し
に
荒
磯
廻
に
我
が
衣
手
は
濡
れ
に

け
る
か
も

(万
葉
集
巻
十
二

「
羈
旅
発
思
」
、
三

一
六
三
)

こ
の
よ
う
に
恋
の
発
想
の
歌
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん

巻
十
二
は

「古
今
相
聞
往
来
歌
類
之
下
」

の
巻
で
あ
る
か
ら
、
相

聞
の
歌
ば
か
り
で
あ
る
の
は
当
然
で
は
あ
る
が
、
巻
十
二
を
離
れ

て
も
、
万
葉
集
の
旅
の
歌
に
、
恋
歌
乃
至
は
恋
歌
的
発
想
の
歌
が

(
2

)

多
い
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

で
は
、
万
葉
集
巻
十
二
の

「悲
別
歌
」

「羈
旅
発
思
」
部
と
ほ

と
ん
ど
同
じ
部
立
名
を
も

つ
、
八
代
集

の

「
離
別
歌
」
「羈
旅

歌
」
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
『古
今
集
』

で
は

題
し
ら
ず

読
み
人
し
ら
ず

す
が
る
鳴
く
秋
の
萩
原
朝
た
ち
て
旅

ゆ
く
人
を
い
つ
と
か
ま

た
む

(古
今
集
巻
八

「離
別
歌
」
、
三
六
六
)

東
の
方

へ
ま
か
り
け
る
人
に
よ
み
て
つ
か
は
し
け
る

伊
香
子
淳
行

思

へ
ど
も
身
を
し
わ
け
ね
ば
目
に
見
え
ぬ
心
を
君
に
た
ぐ

へ

て
そ
や
る

(古
今
集
巻
八

「離
別
歌
」、
三
七
三
)

藤
原
後
蔭
が
唐
物
の
使
ひ
に
、
長
月
の
晦
日
が
た
に
ま

か
り
け
る
に
、
う
へ
の
男
ど
も
酒
た
う
び
け
る
つ
い
で

に
よ
あ
る

平
元
規

秋
霧
の
と
も
に
た
ち
い
で
て
別
れ
な
ば
は
れ
ぬ
思
ひ
に
恋
ひ

や
わ
た
ら
む

(古
今
集
巻
八

「離
別
歌
」、
三
八
六
)

の
よ
う
に
、
恋
歌
の
表
現
が
見
ら
れ
る
。

次
に

『後
撰
集
』
で
は
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と
ほ
く
ま
か
り
け
る
人
に
饒
し
侍
り
け
る
所
に
て

橘
直
幹

思
ひ
や
る
心
ば
か
り
は
さ
は
ら
じ
を
何

へ
だ

つ
ら
ん
峰
の
白

雲

(後
撰
集
巻
十
九

「離
別

羈
旅
」、

一
三
〇
六
)

下
野
に
ま
か
り
け
る
女
に
、
鏡
に
そ
へ
て
遣
は
し
け
る

読
み
人
し
ら
ず

二
見
山
と
も
に
越
え
ね
ど
ま
す
鏡
そ
こ
な
る
影
を
た
ぐ

へ
て

そ
や
る

(後
撰
集
巻
十
九

「離
別

羈
旅
」
、

=
二
〇
七
)

の
よ
う
な
、
恋
歌
表
現
を
見
出
す
こ
と
は
出
来
る
が
、
ご
く
少
数

に
過
ぎ
な
い
。
『拾
遣
集
』
以
降
も

こ
の
傾
向
は

一
層
は

っ
き
り

し

て
く
る
。
例
え
ば
、

播
磨
の
明
石
と
い
ふ
所
に
潮
湯
浴
み
に
ま
か
り
て
月
の

明
か
か
り
け
る
夜
中
宮
の
台
盤
所
に
奉
り
侍
り
け
る

中
納
言
資
綱

お
ぼ

つ
か
な
都

の
空
や
い
か
な
ら
む
こ
よ
ひ
明
石
の
月
を
見

る
に
もか

へ
し

ゑ
し
き
ぶ

な
が
む
ら
む
明
石
の
浦
の
景
色
に
て
都
の
月
は
そ
ら
に
知
ら

な
ん

(後
拾
遺
集
巻
九

「
羈
旅
」、
五
二
一二
・
五
二
四
)

の
よ
う
な
男
女
間
の
贈
答

で
あ

っ
て
も
、
あ
ら
わ
な
恋
歌
表
現
を

用
い
な
く
な

っ
て
い
る
。
た
だ

『金
葉
集
』
に
は

題
読
人
不
知

お
く
れ
ゐ
て
我
が
恋
ひ
を
れ
ば
白
雲

の
た
な
び
く
山
を
今
日

や
越
ゆ
ら
ん

(金
葉
集
巻
六

「別
」、
三
三
七
)

経
輔
卿
筑
紫
へ
下
り
け
る
に
具
し
て
ま
か
り
け
る
時
、

道
よ
り
上
東
門
院
に
侍
り
け
る
人
の
が
り
遣
は
し
け
る

前
大
弐
長
房
朝
臣

か
た
し
き
の
袖
に
ひ
と
り
は
あ
か
せ
ど
も
落

つ
る
涙
そ
よ
を

重
ね
け
る

(金
葉
集
巻
六

「別
」
、
三
三
八
)

百
首
歌
中
に
別
の
心
を
よ
め
る

藤
原
基
俊

秋
霧
の
た
ち
別
れ
ぬ
る
君
に
よ
り
は
れ
ぬ
思
ひ
に
ま
ど
ひ
ぬ

る
か
な

(金
葉
集
巻
六

「
別
」、
三
四
五
)

な
ど
の
よ
う
に
、
「別
」
部
総
数

一
六
首
中
三
首
と
、
比
較
的
多

く
の
恋
歌
表
現
が
見
ら
れ
る
。
な
お
第

一
甘
目
の

「
お
く
れ
ゐ

て
」
の
歌
は
、
『
万
葉
集
』
の
巻
九

・
一
六
八

一
番
歌
と
同

一
の

歌
で
あ
る
。

恋
歌
表
現
が
見
ら
れ
な
い
と
い
う
傾
向
は
、

『千
載
集
』

『新

古
今
集
』
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。

筑
紫
に
ま
か
り
け
る
男
京
に
の
ぼ
る
と
て
、
門
出
の
所

よ
り
女
の
も
と
に
、
の
ぼ
る

べ
き
心
ち
な
ん
せ
ぬ
と
言

へ
り
け
る
返
事
に
遣
は
し
け
る

読
み
人
し
ら
ず

10
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あ
は
れ
と
し
思
は
む
人
は
別
れ
じ
を
心
は
身
よ
り
ほ
か
の
も

の
か
は

(千
載
集
巻
七

「離
別
歌
」
、
四
八
九
)

あ
さ
か
ら
ず
契
り
け
る
人
の
、
行
き
わ
か
れ
侍
り
け
る

に

紫
式
部

北

へ
行
く
雁
の
つ
ば
さ
に
言
号

て
よ
雲
の
う
は
が
き
か
き
絶

え
ず
し
て

(新
古
今
集
巻
九

「離
別
歌
」、
八
五
九
)

題
知
ら
ず

読
み
人
し
ら
ず

朝
霧
に
ぬ
れ
に
し
衣
ほ
さ
ず
し
て

一
人
や
君
が
山
路
越
ゆ
ら

ん

(新
古
今
集
巻
十

「羈
旅
歌
」、
九
〇
二
)

な
ど
に
恋
歌
表
現
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
程
度
で
あ
る
。
な
お
、

第

三
首
目
の

「朝
霧
に
」
の
歌
は
、
万
葉
集
巻
九

・
一
六
六
六
番

と
同

一
の
歌
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
八
代
集
の

「離
別
歌
」
「羈
旅
歌
」
は
、
恋
歌

を
離
れ
て
独
自
の
旅
歌
の
道
を
進
ん
で
い
っ
た
と
、
ご
く
大
雑
把

に
で
は
あ
る
が
そ
の
特
色
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
二
)

で
は
次
に
、
万
葉
集
の
旅
の
歌
に
色
濃
く
見
ら
れ
る
臨
場
感
と

い
う
面
に
お
い
て
、
八
代
集
の

「離
別
歌
」
「羈
旅
歌
」
部
所
収

歌

の
実
態
は
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
を
見
て
み
た
い
。
例
え
ば
よ
く

引
か
れ
る
次
の
二
首
、

苦
し
く
も
降
り
来
る
雨
か
三
輪
の
崎
狭
野
の
渡
り
に
家
も
あ

ら
な
く
に(万

葉
集
巻
三

「雑
歌
」
、
二
六
五

長
意
吉
麻
呂
)

駒
と
め
て
袖
う
ち
は
ら
ふ
影
も
な
し
さ
の
の
わ
た
り
の
雪
の

夕
暮
れ

(新
古
今
集
巻
六

「冬
歌
」、
六
七

一

藤
原
定
家
)

と
を
並
べ
て
み
る
と
、
万
葉
歌
が
大
自
然

の
脅
威
に
お
の
の
く
旅

人
の
心
を
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
表
現
で
も

っ
て
歌

っ
て
い
る
の
に

対
し
て
、
新
古
今
歌
に
お
い
て
は
、
幽
か

に
美
的
な
世
界
を
現
出

さ
せ
て
い
て
、
現
実
の
旅
の
生
々
し
い
臨
場
感
は
消
え
て
い
る
。

八
代
集
の
両
部
立
に
収
め
ら
れ
た
歌
は
、
全
体
を
通
覧
し
て
見

る
と
、
や
は
り
臨
場
感
は
薄
い
。
確
か
に

甲
斐
国
へ
ま
か
り
け
る
時
、
道

に
て
よ
め
る

み

つ
ね

夜
を
寒
み
置
く
初
霜
を
は
ら
ひ
つ
つ
草
の
枕
に
あ
ま
た
た
び

寝
ぬ

(古
今
集
巻
九

「羈
旅
歌
」、
四

一
六
)

の
よ
う
に
、
万
葉
歌
に
直
結
す
る
旅
寝

の
苦
し
さ
を
詠
ん
だ
歌
、

あ
る
い
は
、法

皇
宮
の
滝
と
い
ふ
所
御
覧
じ
け
る
御
と
も
に
て

菅
原
右
大
臣

水
ひ
き
の
白
糸
は

へ
て
織
る
は
た
は
旅
の
衣
に
た
ち
や
か
さ
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ね
ん

(後
撰
集
巻
十
九

「離
別

羈
旅
」、

=
二
五
六
)

の
よ
う
に
、
い
か
に
も
王
朝
風
の
趣
向
に
支
え
ら
れ
て
は
い
る
も

の
の
、

一
方
で
旅
に
あ

っ
て
接
し
た
目
前
の
景
物

へ
の
感
動
の
心

が
強
く
歌
わ
れ
て
い
る
歌
が
あ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
し
か
し

越
の
国

へ
ま
か
り
け
る
人
に
よ
み
て

つ
か
は
し
け
る

凡
河
内
躬
恒

よ
そ
に
の
み
恋
ひ
や
わ
た
ら
む
白
山
の
ゆ
き
み
る
べ
く
も
あ

ら
ぬ
わ
が
身
は

(古
今
集
巻
八

「離
別
歌
」、
三
八
三
)

但
馬
国
の
湯

へ
ま
か
り
け
る
時
に
、
ふ
た
み
の
浦
と
い

ふ
所
に
と
ま
り
て
、
夕
さ
り
の
乾
飯
食
べ
け
る
に
、
と

も
に
あ
り
け
る
人
々
の
歌
よ
み
け
る

つ
い
で
に
よ
め
る

藤
原
兼
輔

夕
つ
く
夜
お
ぼ

つ
か
な
き
を
玉
く
し
げ
ふ
た
み
の
浦
は
あ
け

て
こ
そ
見
め

(古
今
集
巻
九

「
羈
旅
歌
」
、
四

一
七
)

の
よ
う
な
、
地
名
か
ら
の
連
想
を
駆
使
し
た
歌
な
ど
の
移
し
さ

は
、
や
は
り
八
代
集
の
旅
の
歌

に
お
け
る
臨
場
感
の
薄
さ
を
実
感

せ
し
め
る
。

こ
れ
を
詞
書
と
い
う
面
か
ら
見
る
と
、
「貞
辰
親
王
の
家

に

て
、
藤
原
清
生
が
近
江
介
に
ま
か
り
け
る
時
に
、
む
ま
の
は
な
む

け
し
け
る
夜
、
よ
め
る
」
(古
今
集
巻
八

「離
別
歌
」、
三
六
九
)、

「友
則
が
む
す
め
の
陸
奥
国

へ
ま
か
り
け
る
に

つ
か
は
し
け
る
」

(後
撰
集
巻
十
九

「離
別

羈
旅
」、

=

三
二
一
)、

「
陸
奥
守

に
て
下
り
侍
り
け
る
時
、
三
条
太
政
大
臣

の
饒
し
侍
り
け
れ
ば
、

よ
み
侍
り
け
る
」
(拾
遺
集
巻
六

「
別
」
、
三
三
八
)
、
「
あ
づ
ま

へ
ま
か
り
け
る
時
道
に
て
よ
め
る
」
(古
今
集
巻
九

「羈
旅
歌
」、

四

一
五
)、
「秋
、
旅
に
ま
か
り
け
る
に
、

い
な
み
の
に
宿
り
て
」

(拾
遺
集
巻
六

「別
」、
三
四
八
)
の
よ
う
に
、
多
く
の
歌
が
ご

く
類
型
化
し
た
作
歌
状
況
の
も
と
に
歌
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
従

っ
て
、
そ
う
い

っ
た
状
況
の
中

で
詠
ま
れ
る
歌

の
内
容

が
、
類
型
化
し
、
ま
た
地
名
の
持

つ
言
語
遊
戯
的
側
面
に
意
が
注

が
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
当
然

で
あ
り
、
全
体
的
に
臨
場
感
を
欠

く
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
旅
の
歌
の
詠
出
状
況
が
類
型
化
し
て
い
く
傾
向
は

さ
ら
に
進
む
と
、
「百
首
歌
中
に
別
の
こ
こ
ろ
を
よ
め
る
」
(金
葉

集
巻
六

「
別
部
」、
三
四
四
)、
「堀
河
院
御
時
、
百
首
歌
た
て
ま

つ
り
け
る
時
、
旅
の
歌
と
て
よ
み
侍
り

け
る
」
(千
載
集
巻
八

「羈
旅
歌
」、
五
〇

一
)、
「水
辺
旅
宿
と

い
へ
る
心
を
よ
め
る
」

(新
古
今
集
巻
十

「羈
旅
歌
」
、
九

二
六
)
と
い
う
よ
う
に
、

ま

っ
た
く
の

「
机
上
の
旅
」
の
歌
が
詠
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
。

こ
こ
に
は
、
か

つ
て
能
因
が
奥
州
に
下
向
せ
ず
に

み
ち
の
く
に
に
ま
か
り
く
だ
り
け
る
に
、
白
河
関
に
て

よ
み
侍
り
け
る

能
因
法
師
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都
を
ば
霞
と
と
も
に
立
ち
し
か
ど
秋
風
ぞ
ふ
く
白
河
の
関

(後
拾
遺
集
巻
九

「羈
旅
」、
五

一
八
)

と
詠
み
、
そ
れ
を
ま
こ
と
ら
し
く
す
る
た
め
に
、
我
が
家
に
引
き

籠
り
、
奥
州
下
向

の
よ
し
の
風
評
を
立
て
さ
せ
た
と
い
う

(『
袋

草
紙
』
等
)、
そ
の

「後
ろ
め
た
さ
」
は
既
に
な
い
。

し
か
も
こ
の

"机
上
の
旅
"
詠
に
は
、
例
え
ば

住
吉
社
の
歌
合
と
て
、
人
々
よ
み
侍
り
け
る
時
、
旅
宿

時
雨
と
い
へ
る
心
を
よ
み
侍
り
け
る

源
仲
綱

玉
も
ふ
く
い
そ
や
が
下
に
も
る
時
雨
旅
寝
の
袖
も
し
ほ
た
れ

よ
と
や

(千
載
集
巻
八

「羈
旅
歌
」、
五
二
七
)

た
び
の
歌
と
て
よ
め
る

定
家
朝
臣

旅
人
の
袖
吹
き
か

へ
す
秋
風
に
夕
日
寂
し
き
山
の
か
け
は
し

(新
古
今
集
巻
十

「羈
旅
歌
」、
九
五
三
)

の
よ
う
に
、
"路
上
の
旅
"
の
歌
に
決
し
て
見
劣
り
の
し
な
い
臨

場
感
を
備
え
た
歌
、
あ
る
い
は
か
え

っ
て
よ
り

一
層
冴
え
わ
た

っ

た
羈
旅
の
歌
が
多
く
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
八
代
集
に
お

け
る
旅
の
歌
の
到
達
点
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

第

一
、
二
節
に
お
い
て
、

『千
載
集
』
『新
古
今
集
』
に
至

っ

て
、
部
立
の
面
で
も
、
ま
た
詠
出
地
名
の
面
で
も
旅
の
歌
が
充
実

し
、
と
り
わ
け

「
羈
旅
歌
」
部
が
充
実
し
て
く
る
こ
と
を
見
た

が
、
こ
れ
は
内
容
面
に
お
い
て
は
、
八
代
集
の
旅
の
歌
が
、
机
上

詠

・
観
念
詠
と
し
て
の
方
向
を
た
ど
り
、
し
か
も
そ
れ
が
旅
の
趣

き
の
表
現
を
よ
り

一
層
純
化
さ
せ
て
い
く
と
い
う
方
向
を
た
ど
る

こ
と
と
軌
を

一
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

八
代
集
の

「離
別
歌
」
「
羈
旅
歌
」
部

の
歌
に
つ
い
て
、
万
葉

の
旅
の
歌
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
考
え
て
み
た
が
、
ご
く
概
略
的

な
素
描
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
各
歌
集
の
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
性
に

即
し
て
、
ま
た
個
々
の
歌
の
内
容
に
深
く
分
け
入

っ
て
の
考
察
を

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注

(
1
)
も
ち
ろ
ん
旅

の
歌

は
、
「
離
別
歌
」
「
羈
旅
歌
」

の
両
部
以
外

の
部

立

に
も
多
く
存

在
す

る

の
で
あ

る
が
、
本
稿

で
は
、

旅

の
歌
を

対

象

と
す
る
部
立

で
あ

る
と

い
う
意
味

に
お

い
て
も
、

ま
た
各
歌

集

間

の
比
較
が

し
易

い
と

い
う
意
味

に
お

い

て
も
、

こ

の
両
部
立

に

限
定
し

て
考
察
を
す

る
。

な
お
、
部
立

名
は

「
離

別
歌

」
「離

別
」
「
別
」
、
「
羈
旅
歌

」
「
羈

旅
」
等
、
各
歌
集

に
よ

っ
て
多
少
異
同
が
あ
る
。

ま
た
、
『
拾
遺
抄
」
も
参
考

の
た
め
に
対
象

と
し
て
扱

っ
た
。

(
2
)
例

え
ば
、
梶
川
信

行

「旅

と
歌
」

(『
旅
と

異
郷
」

〔古

代
文
学
講
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座

5
〕

一
九

九

四

・
八
)

は
、
万
葉

の

「
旅
」

の
イ
メ

ー
ジ

の
典

型
的

な
例
と

し

て
、
万
葉
集

巻
七

・

一
二
三
五
番
歌
、
巻

十
五

・

三
五
九
二
番
歌
を
あ
げ

て
、
「
こ
う
し

た

「旅

」
の
歌
は
、
多
分

に

恋

歌

の
発
想

と
共
通

の
基

盤
を
持

っ
て
い
る
L
と
指
摘

し
、
ま

た

「企

人
を

嘆
く
〉

歌

は
、

万
葉
歌

の
大

き

な
潮

流

の

一
つ
で
あ

る
」
と
も
述

べ
て
い
る
。

八代集離別歌羈旅歌考 村瀬

※

八
代
集
歌

の
引
用

は
、
『
新
編

国
歌

大
観
』

に
依

っ
た
。
た
だ

し

私

に
、
仮
名
を

漢
字

に
、
ま

た
漢
字
を

仮
名

に
改
め

た
と

こ
ろ
が

あ
る
。
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